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jた。 木下 ; 
これまで，本データベースの仕様や構造，その活用の
実際について述べてきたが これらのデータがそれにか
かわる担任の独善的解釈に偏ることなく，保育者・教師
間で共有できるものとなるような工夫を施しである。
各コンビューターをネットワーク化し，担任以外の教
官からも自由に参照，検索が行える。これによって担任
だけでは見落としがちな，様々な視点からの情報を得る
ことができる O もちろん管理職のコンビューターからも，
各担任の指導計画や指導内容，幼児の発達状況が参照で
き，適当なアドバイスが適宜もらえる。また，各学期ご
とに行う教育相談では，本データベースの「学期ごとの
育ちJをまとめて保護者に伝え，意見を聞きながら，一
緒に幼児理解を進めたり，今後の指導について共通理解
し，データを整理，修正していくようにしている。
N. まとめと今後の課題
以上は，私たちの幼小連携教育課程の子ども但iJからの
76 
評価を探る資料として重要であるばかりか，実は連携教
育そのもののようにも思われる。人‘人の子どもがど
のような育ちをしてきたのか どのような可能性や課題
をもち，今，何を実現しようとしているのか。あるいは，ど
のように育っていくのかなど 眼前の子どもの中の過去
や未来に温かい関心を寄せていくことが，どれほど力強
l)支えとなるかは全ての実践者が知っているとおりであ
る。現在， この部分の厚みが，子どもにとっての連携の
なめらかさにかかわっていくのだと実感している O
従って，今年度作成した本データベースを運用するIt1
で生じてくる問題点や新たな可能性などについて， イ司
の検討を加え修正改良を続けるつもりである。
付記
この研究は，本附属幼稚園が平成13年度より文部科学
省の教育課程開発指定研究校指定を受けて行った幼小
連携の教育課程開発J研究の一端です。
また， この研究は本国園長佐々木宏子先生.品IJ園長近
藤慶子先生のご指導のもと，多忙の中， 日々の実践と記
録を弛まず続けてこられた附属幼稚園教職員の皆様の努
力の賜でもあります。敬意を表し 心より感謝申し 1:げ
ます。附属小学校 木下光二先生には，多大なご協力と
ご助言をいただきました。本学 曽根直人先生にはコン
ビューターに関わるご指導とあたたかいご協力をいただ
きました。株式会社グローパルシステムズ小林様，本園
の子どもたち保護者の皆様に心よりお礼申し上げます。
鳴門教育大学情報教育ジャーナル
